

























1  Matsui et al.（2004）は、本文中 3 つの英英辞書に共通する定義語 1,072 語をもとに、学生を対象とした語
彙認識調査（Familiarity Survey）を行い、認識度が 90% に満たなかった語彙（492 語）と‘verb’、‘noun’
などの文法事項に関連した語彙（ 8 語）の合計 500 語からなる語彙テストを作成した。
は、the Oxford Advanced Learner’s Dictionary （2000）、the Cambridge International 








Vocabulary Practice 2008と2 回のC-Testには、それぞれ.59、.68（p<.001）と中程度の相関が
見られたものの、C-Testは文脈に依存した（context-dependent）能力を測るテストである一方で、







する。この語彙練習テストの改良点は、以下のとおりである。（ 1 ）1 回の語彙練習テストで確認す
る単語は60単語から30単語に減らす、（ 2 ）30単語のうち15単語ずつが空所補充型、定義文型
の解答になる、（ 3 ）語彙リストの300単語のうち約25％にあたる74単語は、実際の語彙練習テスト






conve __  1. The referee blew the [   ] to end the rugby game.
cra _____  2.  Shopping is made easy and [   ] by mail-order catalogs and the Internet
it ______  3. She must be [   ] to give up such a good job.
pep ____  4. Would you like more salt and [   ] on your steak?
whi ____  5. A washing machine is an important household [   ] for every family.
＜定義文型＞
comm __  1. to do or agree to do something that leads to serious results
di ______  2. a job that needs a high level of education and training
prof ____  3. a ﬂ at, round shape or object
super ___  4. the form of words such as “best,” “most,” “longest”
tr ______  5. a tool for catching animals
図 1　Vocabulary Practice 2010の一例





（ 1 ）　 語彙練習テストを実施することで、ポストテストのスコアが向上するかについて検
証する。
















　career: a job that you do for a long period of your life and that gives you the chance to 






















表 1　Vocabulary Practice 2010のスコア結果
 ᗘᩘ ᭱ᑠ್ ᭱኱್ ᖹᆒ್ ᶆ‽೫ᕪ
WHVW     
WHVW     
WHVW     
WHVW     
WHVW     
WHVW     
WHVW     
WHVW     
WHVW     











 ᗘᩘ ᭱ᑠ್ ᭱኱್ ᖹᆒ್ ᶆ‽೫ᕪ
3UH&7HVW     




2  Kinshi（2015）において、Vocabulary Practice 2010、プリテスト・ポストテストの C-Test それぞれに










準偏差は表 3 に示されている。各項目のデータは、 4（強くそう思う、非常に当てはまる）
から 1（そうは思わない、当てはまらない）を用いた。また、質問 6 、質問 7 は 3 つの選択
肢を使用し、質問 8 、質問 9 、質問10については、 5（わからない）の項目を追加した。
表 3　質問紙調査回答結果
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＊　問 6の 1は「もう少し少ない方がよい」、 2は「もう少し多い方がよい」、 3は「適切であった」
　　問 7の 1は「もう少し簡単な方がよい」、 2は「もう少し難しい方がよい」、 3は「適切であった」
＊　 問 8－問10の 1は「全く向上したとは思わない」、 2は「少しは向上したと思う」、 3は「かなり向上した
と思う」、 4は「大いに向上したと思う」、 5は「自分ではわからない」
まず、英英辞書の使用について、質問 1 は、「 3 ．いくらか関心がある」、「 4 ．大いに関
心がある」とする回答は全体の79.4%（=61.5+17.9）となった一方で、質問 2 の英英辞書の
使用経験については、「 1 ．全く使用していなかった」とする回答が30.8%であり、全体の
約 3 分の 1 の学習者が、これまで英英辞書を使用したことがないと回答した。さらに、質
問 3 では、語彙練習テストのための実際の使用頻度について、回答率にばらつきがあった




れぞれ93.9%（＝54.5+39.4）、92.1%（＝55.3+36.8）を占めた。質問 6 、質問 7 の語彙練習テ
ストで出題される語彙数や内容については、大半の学習者が「 3 ．適切であった」と回答
した。最後に、語彙練習テストの効果については、質問 8 の文法力、質問 9 の書く力、質
問10の読む力ともに「 4 ．大いに向上したと思う」とする回答は少なく、「 3 ．かなり向
上したと思う」、「 2 ．少しは向上したと思う」とする回答が多く見られた。英語力の向上






書を使用していたか）との関係を示すため、カイ 2 乗検定を行った（表 4 －表 6 ）。質問 3
「英英辞書の使用」項目内の「 4 ．よく使用していた」には「あてはまる」、それ以外の項
目には「あてはまらない」とラベル付けをおこなった。また、「文法力の向上」、「書く力
の向上」、「読む力の向上」項目の「 4 ．大いに向上したと思う」、「 3 ．かなり向上したと
思う」には「あてはまる」、「 2 ．少しは向上したと思う」、「 1 ．全く向上したとは思わな
い」、「 5 ．自分ではわからない」には「あてはまらない」とした。
　表 4 より、文法力が向上したという回答は、英英辞書をよく使用した人で38.5%（13人中
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表 6 より、読む力が向上したという回答は、英英辞書をよく使用した人で15.4%（13人中 2
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質問 8（文法力）、質問 9（書く力）、質問10（読む力）それぞれと、質問 5（今後も英英辞書
を使い続けたいか）との関係についてカイ 2 乗検定を行った（表 7 －表 9 ）。質問 5 「今後、
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